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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第１四半期連結
累計期間

第69期
第１四半期連結

累計期間
第68期

会計期間

自平成27年
　３月１日
至平成27年
　５月31日

自平成28年
　３月１日
至平成28年
　５月31日

自平成27年
　３月１日
至平成28年
　２月29日

売上高 （千円） 2,791,988 2,572,506 10,816,708

経常利益又は経常損失（△） （千円） 133,003 71,646 △454,429

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する当期

純損失（△）

（千円） 140,532 65,976 △260,269

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 165,412 82,714 △358,050

純資産額 （千円） 7,470,927 6,991,786 6,955,472

総資産額 （千円） 11,772,240 10,476,038 10,532,149

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額（△）
（円） 60.56 28.44 △112.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 59.70 27.95 －

自己資本比率 （％） 63.2 66.4 65.7

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移は記載しておりま

せん。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期純利益又は当期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失」としております。

４　第68期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につきましては、潜在株式は存在するものの１株当たり

当期純損失金額であるため記載しておりません。

５　平成27年９月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施いたしましたが、前連結会計年度の

期首に当該株式併合を実施したと仮定し、１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額

（△）及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社２社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1) 業績の概況

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済環境は、政府の経済政策などから景気は全般的に緩やかな回復基

調で推移しておりますが、一方で、年初来の株安や円高傾向の影響のほか、海外景気の後退リスクなどから、景気

の先行きは不透明な状況が続いております。

 当社グループが属するアパレル業界におきましても、引き続く消費者の生活防衛意識の高さに加え、天候・気温

不順の影響もあり、個人消費の回復に鈍化傾向が見られる中、厳しい市場環境が続いております。

 このような状況のもと、市場ニーズに適した商品開発、既存お得意先・販路に対する提案力の向上、新規お取引

先拡大に注力するとともに、販売費及び一般管理費のさまざまなコスト削減に努めてまいりました。

 しかしながら、婦人衣料を中心とする消費は総じて鈍く、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は25億72

百万円（前年同期比7.9％減）にとどまり、損益面におきましては、営業利益は66百万円（前年同期比55.8％

減）、経常利益は71百万円（前年同期比46.1％減）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は65

百万円（前年同期比53.1％減）となりました。

 

 セグメント別の業績の概要は次のとおりであります。

＜卸売事業＞

 ブランド毎に消費者の価値観に適うロイヤルティの高い商品開発に努めるとともに、適時適量供給を志向する企

画生産体制の確立、お客様満足度の高い接客技術の向上など、商品、売場、接客の品質を高めて、お得意先・売場

と連携した営業活動により業績の確保に努めてまいりましたが、消費者の買い控えの傾向は根強く、当第１四半期

連結累計期間の業績は、売上高は19億80百万円（前年同期比10.5％減）、営業利益は１億24百万円（前年同期比

37.9％減）となりました。

＜小売事業＞

 当社子会社の株式会社ベルラピカが運営する婦人服・服飾雑貨小売店「ベルミラン」、当社が運営するセレクト

ショップ「スクラップブック」や「ラグライア」、直輸入レザーコレクションの「ｍ0851」等の業態別や店舗立地

特性に合った魅力ある商品品揃え、来店促進につながる販売促進などの実行により、売上確保に取り組んでまいり

ました。その結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は５億87百万円（前年同期比2.0％増）となりま

したが、昨秋以降の新規出店店舗のイニシャルコスト負担などから、営業損失47百万円（前年同期は45百万円の損

失）となりました。

 直営店舗数につきましては、当第１四半期連結累計期間中に、当社の直営小売店１店、子会社の株式会社ベルラ

ピカの直営小売店１店を出店し、同期間末の運営店舗数は当社グループ合計で45店となりました。
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(2) 財政状態の分析

 当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて56百万円減少し、104億76百万円

となりました。これは主に、商品及び製品の増加２億60百万円があった反面、仕掛品の減少１億46百万円、現金及

び預金の減少１億14百万円があったことによるものです。

 負債合計は、前連結会計年度末に比べて92百万円減少し、34億84百万円となりました。これは主に短期借入金の

増加２億円、電子記録債務の増加１億55百万円があった反面、支払手形及び買掛金の減少２億34百万円、長期借入

金の減少２億２百万円があったことによるものです。

 また、純資産合計は、前連結会計年度末に比べて36百万円増加し、69億91百万円となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

 該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,980,000

計 7,980,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年７月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,767,064 2,767,064
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 2,767,064 2,767,064 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成28年３月１日～

平成28年５月31日
－ 2,767 － 4,354,021 － 2,002,723

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年２月29日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成28年５月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  447,300
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,299,400 22,994 －

単元未満株式 普通株式   20,364 － －

発行済株式総数 2,767,064 － －

総株主の議決権 － 22,994 －

 （注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式47株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年５月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ラピーヌ

大阪市北区天満一丁目

５番７号
447,300 － 447,300 16.16

計 － 447,300 － 447,300 16.16

 

２【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年３月１日から平

成28年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年２月29日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,204,540 1,089,645

受取手形及び売掛金 1,344,828 1,290,468

商品及び製品 1,966,682 2,227,088

仕掛品 297,277 150,986

原材料及び貯蔵品 44,332 57,224

繰延税金資産 120,544 128,053

その他 169,456 129,678

貸倒引当金 △2,270 △2,180

流動資産合計 5,145,391 5,070,966

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,165,955 1,156,700

機械装置及び運搬具（純額） 12,703 14,918

土地 3,212,243 3,212,243

その他（純額） 102,124 96,541

有形固定資産合計 4,493,027 4,480,403

無形固定資産   

その他 20,392 19,912

無形固定資産合計 20,392 19,912

投資その他の資産   

投資有価証券 198,560 217,154

差入保証金 627,606 636,813

その他 84,741 88,346

貸倒引当金 △37,571 △37,559

投資その他の資産合計 873,337 904,755

固定資産合計 5,386,757 5,405,071

資産合計 10,532,149 10,476,038
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年２月29日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年５月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 842,218 608,012

電子記録債務 － 155,106

短期借入金 － ※ 200,000

1年内返済予定の長期借入金 665,584 659,284

未払金 474,051 406,963

未払費用 41,718 38,312

未払法人税等 29,134 25,080

賞与引当金 － 38,752

返品調整引当金 65,900 64,000

ポイント引当金 34,425 38,901

資産除去債務 1,589 1,194

その他 71,117 109,882

流動負債合計 2,225,738 2,345,490

固定負債   

長期借入金 913,222 717,151

退職給付に係る負債 262,508 248,553

資産除去債務 53,340 56,018

その他 121,867 117,037

固定負債合計 1,350,937 1,138,760

負債合計 3,576,676 3,484,251

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,354,021 4,354,021

資本剰余金 2,021,378 2,021,378

利益剰余金 1,016,386 1,035,968

自己株式 △545,129 △545,136

株主資本合計 6,846,656 6,866,232

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 60,534 76,666

繰延ヘッジ損益 △3,549 △1,933

退職給付に係る調整累計額 17,923 16,914

その他の包括利益累計額合計 74,908 91,646

新株予約権 33,907 33,907

純資産合計 6,955,472 6,991,786

負債純資産合計 10,532,149 10,476,038
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年５月31日)

売上高 2,791,988 2,572,506

売上原価 1,408,706 1,309,991

売上総利益 1,383,281 1,262,514

販売費及び一般管理費 1,233,013 1,196,107

営業利益 150,268 66,407

営業外収益   

受取利息 203 667

受取配当金 1,107 －

為替差益 8,471 －

助成金収入 3,240 6,047

その他 6,194 7,865

営業外収益合計 19,216 14,580

営業外費用   

支払利息 8,913 6,077

支払手数料 27,568 2,756

その他 － 507

営業外費用合計 36,482 9,341

経常利益 133,003 71,646

特別利益   

投資有価証券売却益 63,127 －

特別利益合計 63,127 －

特別損失   

固定資産除売却損 476 986

事業所閉鎖損失 28,353 －

特別損失合計 28,829 986

税金等調整前四半期純利益 167,301 70,660

法人税、住民税及び事業税 20,227 13,707

法人税等調整額 6,541 △9,024

法人税等合計 26,768 4,683

四半期純利益 140,532 65,976

親会社株主に帰属する四半期純利益 140,532 65,976
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年５月31日)

四半期純利益 140,532 65,976

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 20,085 16,131

繰延ヘッジ損益 1,390 1,615

退職給付に係る調整額 3,404 △1,009

その他の包括利益合計 24,880 16,737

四半期包括利益 165,412 82,714

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 165,412 82,714

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを

行っております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した当

社事業所の建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この変更による、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影

響はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　コミットメントライン契約

当社は、資金需要に対する機動性と安全性の確保及び資金効率向上を図ることを目的に、取引銀行とシンジ

ケーション方式によるコミットメントライン契約を締結しておりますが、当該契約には一定の財務制限条項が付

されております。

なお、この契約による当第１四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 
シンジケーション方式によるコミットメントライン契約

 
前連結会計年度

(平成28年２月29日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年５月31日)

コミットメントラインの総額 2,000,000千円 2,000,000千円

借入実行残高 － －

差引額 2,000,000 2,000,000

 

シンジケーション方式によるコミットメントライン（タームアウトオプション付）契約

 
前連結会計年度

(平成28年２月29日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年５月31日)

コミットメントラインの総額 1,300,000千円 1,300,000千円

借入実行残高 － 200,000

差引額 1,300,000 1,100,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年３月１日
至 平成27年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年３月１日
至 平成28年５月31日）

減価償却費 38,694千円 32,483千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年５月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月27日

定時株主総会
普通株式 46,413 2.00 平成27年２月28日 平成27年５月28日 利益剰余金

（注）　１株当たり配当額については、基準日が平成27年２月28日であるため、平成27年９月１日付の株式

併合は加味しておりません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

 該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　至　平成28年５月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月26日

定時株主総会
普通株式 46,394 20.00 平成28年２月29日 平成28年５月27日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント その他
(注)１

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２ 卸売事業 小売事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 2,213,289 576,298 2,789,587 2,400 － 2,791,988

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 2,213,289 576,298 2,789,587 2,400 － 2,791,988

セグメント利益又は損失（△） 201,191 △45,198 155,992 △5,723 － 150,268

（注）１　「その他」の区分は、「ラピーヌ夢ファーム株式会社」にかかる金額であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　至　平成28年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント その他
(注)１

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２ 卸売事業 小売事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 1,980,850 587,570 2,568,420 4,085 － 2,572,506

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 1,980,850 587,570 2,568,420 4,085 － 2,572,506

セグメント利益又は損失（△） 124,920 △47,572 77,347 △10,939 － 66,407

（注）１　「その他」の区分は、「ラピーヌ夢ファーム株式会社」にかかる金額であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年３月１日
至　平成27年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年３月１日
至　平成28年５月31日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 60円56銭 28円44銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
140,532 65,976

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
140,532 65,976

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,320 2,319

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 59円70銭 27円95銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 33 40

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）　平成27年９月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施いたしましたが、前連結会計年度の

期首に当該株式併合を実施したと仮定し、１株当たり四半期純利益金額、潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成28年７月７日
 

株式会社ラピーヌ
 

 取締役会　御中

 

 有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千﨑　育利　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木戸脇 美紀 　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ラピー

ヌの平成28年３月１日から平成29年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年３月１日から平成

28年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年５月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ラピーヌ及び連結子会社の平成28年５月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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